
城北まちづくり協議会 

地域コミュニティ計画  『城北まちづくり いきいきプラン』 
 策定時期  平成 22 年 3 月 31 日  支援宣言  平成 22 年 6 月 2 日 

 目   標  元気で、楽しく、心地よく、住んでよかったと実感できる城北 

 地域の課題  

地区の高齢化率は 21,9％。人口構成でみると、40 代後半から 50 代前半の層が最も高い山として現れ、仕事や家庭生
活における責任が最も重くなる時期でもあり、地域活動への参加を躊躇する原因になっていると考えられる。 また、多くの町内
が役員の負担軽減を目的に、1 年ごとに役員を交代する「ローテーション制」をとっている。そのため、地域活動の運営の連続性
が損なわれがちで、効率的な運営が困難になっている。 さらに、役員活動の見えにくさや、その重要性が十分に理解されてい
ないこともあり、役員の担い手不足を深刻化させる原因となっている。 

 主な活動内容 

事業①『城北コミュニティ・カレンダー２０２４』の作成 

 この事業は、地域活動をカレンダーとして時間軸で一元化することで、役員の皆さんが見通しをもって地域活動に取り組みや

すくすることを目的にしています。 また、地域活動を見える化して発信することで、個々の住民が地域活動を“知る”機会となり、

さまざまな“つながり”をつくりだす切っ掛けづくりになるとも考えています。“地域活動をつなぐ“情報共有アイテムとして考えています。 

事業②持続可能な地域活動とするための取り組み:「事業の棚卸連携協議会」 

 この事業は、各町内会から選出された役員が、城北地区内の２３団体とどのように関わっているのかを一覧表にまとめて現状

を共有した上で、合理的でない部分は役員の負担軽減という視点から改善を図る。 また、事業の目的や意義を明確にして、

“活動のマンネリ化”をなくし、住民・役員にとって魅力的な活動へと改善を図る。さらに、地域の限られたリソース（人・モノ・金・

時間）の、選択と集中を図ることを目的にしています。 

事業③豊かな人間関係と住みよい生活環境を築く取り組み:「あいさつ運動連携協議会」《継続事業》 

この事業は、これまで個々の組織が単独で活動したり奨励したりしてきた「あいさつ運動」を、連携して事業化する取り組みで

す。昨年度は、「あいさつ川柳・シンボルマーク」コンテストを実施し、あいさつの意義の大切さを住民に醸成する事業を展開しまし

た。本年度は、シンボルマーク優秀作品を掲載した、「のぼり旗（６０本）」・「横断幕（５枚）」の活用を協議します。「あいさ

つ曜日」を設定し、地区内の事業所等にも立ててもらい、[『街頭キャンペーン』として展開する予定です。地域コミュニケーションの

活性化が目的にしています。 

 今後の計画  

住民が一体となって地域課題を解決する取り組みを優先順位をつけて展開します。共助団体のベクトルを一つに纏めたり、

各種団体の事業（活動）の狭間にある課題を掘り起こしたり、立場の違う誰もが「いいね!」と感じるまちづくりの輪を創ってい

きます。具体的には、事業の棚卸しの過程を通して、事業内容を可視化し、地域活動に誰もが無理なく関われるような仕組み

を、みんなで創りたいと考えています。 

会 ⾧ 鈴 木 伝 男 所在地 鳥取市青葉町三丁目 121-1 

事務局⾧ 山 岡 正 博  TEL/FAX 0857-26-3997 / 0857-26-4018 

設立年月日 平成 21 年 1 月 23 日 Mail cc-jyohoku @it.city.tottori.tottori.jp 

世 帯 数 2,121 世帯 HP http://chiiki.city.tottori.tottori.jp/johoku-1 

組織構成 会⾧ 1 名、副会⾧ 4 名、事務局 2 名、会計 1 名、監事 2 名、委員 58 名 

城北地区 


